
令和３年２月８日（月）～令和３年２月１４日（日）〔令和３年第６週〕の感染症発生状況 

第６週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、1)感染性胃腸炎 2)突発性発しん 3)Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎でした。 

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は２．０８人と前週（２．４７人）から横ばいで、例年より低いレベルで推移しています。 

突発性発しんの定点当たり患者報告数は０．５０人と前週（０．４２人）から増加し、例年より高いレベルで推移しています。 

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎の定点当たり患者報告数は０．３６人と前週（０．４７人）から減少し、例年より低いレベルで推移しています。

【感染症発生動向調査事業から】 
   
     

  

 

 
   

   

 

 

  

 

    

   

  

 
    

       

      

今、何の病気が流行しているか！

第６週報告数第２位 

第６週報告数第１位 
国内で承認された新型コロナワクチンについて 

発行 川崎市健康安全研究所・健康福祉局保健所・各区役所地域みまもり支援センター 
（福祉事務所・保健所支所） 

令和３年２月１６日作成 
（問合せ先）０４４－２７６－８２５０

新型コロナワクチンが、令和３年２月１４日に日本で初めて承認されまし

た。今回のワクチンは、従来、国内で使用している生ワクチンや不活化ワクチ

ンとは異なり、ウイルスを構成するタンパク質の遺伝情報（ｍＲＮＡ）を体内

に投与し、体内でウイルスのタンパク質を作って、それに対する免疫を獲得す

るものです。今後、さらにさまざまなワクチンが承認される可能性はあります

が、当面は今回のような新しい仕組みのワクチンが使用される予定です。 

今回承認されたワクチンについて 

<接種方法> 

通常は３週間間隔で合計２回、筋肉内に接種

（筋肉内注射）します。 

 

 

 

 

※接種当日は自宅で体温を測定していただき、明ら

かな発熱がある場合や、体調が悪い場合などは接

種を受けることはできません。 
 

＜接種対象者＞ 
１６歳以上の方が対象です。 
※現時点では、まずは医療従事者等、次いで高齢者、

基礎疾患を有する方に順次接種を行う予定です。

初回 ２回目 

 
ワクチン接種後に接種部位の痛み等

の他、発熱、頭痛、倦怠感といった症状
が出ることや、まれにアナフィラキシー
という急性のアレルギー症状が起きる
こともあるといわれています。 

アレルギー症状は、早期に適切な処置
をすれば回復します。 

3 週間 

相談窓口

●川崎市新型コロナウイルス感染症コールセンター 
電話番号：0４４－２００－０７３０ 

受付時間：２４時間（土日・祝日含む） 

 

●厚生労働省新型コロナワクチンコールセンター 
電話番号：０１２０－７６１７７０（フリーダイヤル） 

受付時間：午前 9 時～午後 9 時（土日・祝日含む） 


